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”夕涼みがあった夏へ”

　今年の夏も、連日の猛暑に見舞われましたね。各地では大雨や地震など、激甚な災害のニュースが後
を絶ちません。もし、今住んでいるこの家が、ある日突然水に浸かってしまったら。長年かけて整えて
きた庭や、家族の写真、当たり前だった朝の風景が、一瞬で奪われてしまったら。そんな風に自分の暮
らしに置き換えて想像すると、ニュースの向こう側の出来事が、胸に迫ってきます。被災されてた方々
も、いつもの毎日を送っていた方々です。どの地域でも起こるかもしれない出来事なのだと。
そこから懸命に暮らしを立て直そうとされている方々の強さに、心から敬意を持ちたいと思うのです。

　種の飛距離を競い合った縁側の午後も、朝から晩まで水辺で遊
んだ日々も、気づけば「気を付けて過ごしてください」という言
葉の向こう側に、遠のいてしまいました。

 白書から読み解く、気候変動時代の暮らしとまちづくり

板坂智栄美
株式会社　板阪不動産

　その度に思い出すのは、私が幼かった1980年代の夏のことです。あの頃は、虫取りや川遊び、海
やプールで涼をとりながら、友達や家族と過ごす時間そのものが、夏一番の楽しみでした。
お盆を過ぎる頃には朝晩がすっと涼しくなって、日中の暑さも「もうすぐ終わるね」と笑い飛ばせる
くらいのものだったように思います。
　縁側や庭先で季節の果物を頬張り、種の飛距離をこっそり競い合ったり、朝から晩まで水辺で遊ん
だり、そんな記憶が、今も懐かしく胸に残っています。
けれど今は、じりじりと焼けつく陽射しに「不要不急の外出は控えてください」という言葉がすっか
り当たり前になってしまいました。この異常気象は、いったいどんな経緯でここまで進んできたので
しょう。*¹『国土交通白書2022』を開きながら、少し考えて見ることにしました。

脱炭素社会という、社会全体の約束

　白書ではまず、気候変動に伴う災害の激甚化・頻発化と、それ
に備える適応策の大切さが語られています。そのうえで、カーボ
ンニュートラル宣言をはじめ、脱炭素化によって経済と環境がと
もによい方向へ回っていく「好循環」をつくろうという、社会全
体の大きな流れが示されて今した。

1

　産業革命以降、工業化が進むにつれて人間が環境に与えてきた影響は、統計を見てもあきらかで、
便利さと自然環境との共存は、もう行政や企業だけの課題ではなく、私たち一人ひとりが担っていく
ものだと、あらためて感じさせられます。

つづく

*¹参考文献：国土交通白書　令和4年度　
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『便利さ』が広げてきた、街のカタチ

　建築基準法の改正も進み、脱炭素社会を見据えて省エネ住宅づくりが後押しされています。
白書の第3章では、住まい・移動・まちづくりの各局面から、国内外の先駆的な取り組み事例が紹介
され、その先にあるこれからの暮らしの姿が展望されていました。

　線状降水帯による局地的な豪雨も珍しくなくなった今、地域
のハザードマップは住まい選びに欠かせないアイテムになりま
した。「自分の家は大丈夫」と思っていても、その油断こそが
一番怖いのかもしれません。あの地図の色一つひとつの向こう
に、実際に被災されて方々が経験された痛みや教訓が積み重ね
られているのだと思うと、他人事では済まされない重みを感じ
ます。

板坂智栄美
株式会社　板阪不動産

～板阪不動産からのお知らせ～
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　便利さを一度知ってしまった私たちが、それを手放すのは、正直簡単なことではありません。け
れど、便利さを追い求めるあまり、いつの間にか失ってきた資源があることにも、そっと目を向け
てみたいものです。自然と上手に付き合っていくことに気づき、学び、実行していかなければ、私
たちは自らの手で、住みにくい環境をつくり続けることになってしまいます。

　それでも、災害から立ち上がり、ふるさとの暮らしを守り、育てていこうとする方々の姿には、
いつも敬意を感じずにはいられません。季節ごとの植物や虫の声、移りゆく景色や匂い、音色―そ
んな日本の四季を、これからもずっと見続けていきたい。そう願いながら、住まいづくりに携わる
一人として、わたしにもできることを、少しずつ取り組んでいけたらと思っています。

　白書では続けて、住まいや交通、まちづくりといった国土交通
分野における脱炭素の取り組みや、再生可能エネルギーへの転
換、脱炭素型のライフスタイルへの転換についても整理されてい
ます。土地や建物を扱う仕事をしていると、「どこに家を構える
か」がいかに大切かを、日々感じることばかりです。かつては土
地を代々受け継ぎ、大家族で暮らす文化が根付いていました。そ
れが労働環境の変化や核家族化とともに、子それぞれが自分の家
を持つ形へと変わり、便利で暮らしやすい場所に人が集まって、
新しいコミュニティが生まれていったのですね。高度経済成長期
には家が足りないという課題に応じるため、住宅ローンの仕組み
が整い、宅地開発が進み、駅ができ、商店が並び、まちが広がる
一方で、自然は少しずつ削られてきたのだと思います。

～それでも、四季を見続けたい～

住まい選びの際のハザードマップの確認や、省エネ性能を高めるリフォームのご相談、空き家や
相続に関するご相談まで、板阪不動産では引き続きワンストップで寄り添いながらサポートして
おります。どうぞお気軽にお声かけ下さいね。
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